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「あこう社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

あこう社協だよりあこう社協だより

　１１月２５日（日）西町児童遊園において、自治
会主催による「三世代交流ミニ運動会」が開催さ
れ、住民９５名が参加しました。パン食い競争や玉
入れのほか、この日のためにいきいきサロン有志
で練習した『チアダン』の踊りも披露されました。
　審判長を務めた橋本幸男さんは、「いろいろな
競技を通して、対抗意識や助けあいが生まれた。
このつながりで、秋祭りなどの伝統行事も盛り上
げていきたい」と話していました。
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ご意見・問い合わせは ホームページもぜひご覧ください！

社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　〒678-0232 赤穂市中広267番地
電 話　０７９１－４２－１３９７／ＦＡＸ　０７９１－４５－２４４４
E-mail　ako-shakyo@ako-shakyo.jp 検索検索赤 穂 市 社 協

と

ち
ょ
っい
い
話

　１２月になり、寒い冬がやってきました。私はこの時期になると、毎年手足の“しもやけ”
に悩まされます。幼い頃に「大きくなったら治るから」と親に言われ、それを信じてきまし
たが、どうやら違ったようです（還暦をとっくに過ぎた父も、未だに悩み中）。
　この冬こそ、しもやけに負けないぞ！・・・と気持ちを持って、今年残り１カ月を
過ごしていきたいと思います。 （荒）

◎
私
は
ほ
ぼ
毎
日
御
崎
の

観
光
道
路
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
て
い
る
が
、「
他
の
道
路
に

比
べ
る
と
ゴ
ミ
が
落
ち
て

い
な
い
な
」と
感
じ
て
い
た
。

あ
る
日
、い
つ
も
の
よ
う
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る

と
、大
き
な
ゴ
ミ
袋
と
ゴ
ミ

拾
い
用
の
ハ
サ
ミ
を
持
っ
た

男
性
に
出
会
っ
た
。お
話
を

聞
く
と
、７
年
前
か
ら
散
歩

の
つ
い
で
に
、１
時
間
ほ
ど

か
け
て
ゴ
ミ
拾
い
を
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
い
く
ら

散
歩
の
つ
い
で
と
は
い
っ
て

も
、７
年
も
続
け
て
お
ら
れ

る
と
は
。

人
知
れ
な
い
努
力
に
、感
謝

と
感
動
の
ひ
と
時
だ
っ
た
。

（
あ
ー
ち
ゃ
ん
）

『
ち
ょ
っ
と
い
い
話
』募
集

（
応
募
方
法
）
氏
名（
ペ
ン

ネ
ー
ム
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、持
参
・
郵
送
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。２
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

※

送
付
先
は
、下
記
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　「
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
」
は
、

地
域
住
民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、ま
ち
づ

く
り
連
絡（
推
進
）

協
議
会
な
ど
の

関
係
機
関
・
団
体
の

協
力
の
も
と
、誰
も

が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
、あ
た
た
か

い
気
持
ち
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

住
民
の
参
加
や
理

解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、福
祉
活
動
を
重

点
的
に
展
開
す
る

も
の
で
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、右
記

事
業
の
ほ
か
、「
要
保
護
・
準
要
保
護
世
帯
児
童
生
徒
お
年

玉
」、「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
児
童
福
祉
施
設
・
障
が
い
者

福
祉
施
設（
市
内
）入
所
者
た
す
け
あ
い
金
」、「
赤
穂
精
華

園
・
さ
く
ら
こ
ど
も
学
園
教
材
費
」、「
友
愛
訪
問
事
業
」、

「
三
世
代
交
流
事
業
」、「
生
活
困
窮
者
支
援
」、「
ひ
と
り
親

家
庭
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
助
成
」、「
ひ
と
り
親
家
庭
中
学
生

体
操
服
購
入
助
成
」な
ど
の
事
業
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。平
成

30
年
度
は
７
５
０
万
円
を
目
標
に
募
金
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
も
、皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12月１日
スタート

障がい者週間 特集
障がいを知りともに生きるまちへ・・・・・・・・・・2Ｐ

平成30年度 福祉作文入選者決定！！・・・・・・・・・・・・・6Ｐ

知っ得あんしん みんなの介護保険
1.17 ひょうごメモリアルウォーク2019 参加者募集・・9Ｐ

まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ

ちょっといい話
つながり ささえあう みんなの地域づくり 歳末たすけあい運動・・12Ｐ

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　
三
世
代
交
流
も
ち
つ
き
大
会

つながり　ささえあう　みんなの地域づくり

歳末たすけあい運動



障がいのある

人の就労を支援するた

め、「就労移行支援」「就労

継続支援A型」「就労継続

支援B型」において、就労訓

練などが行われています。

それぞれの主な特徴を

まとめました。

障がいを持ったアスリートたち

障がいを持ったアスリートたち

障
が
い
者
週
間
（
12
月
3
日
〜
9
日
）
特
集

障
が
い
を
知
り

と
も
に
生
き
る
ま
ち
へ

　

家
族
や
友
人
・
知
人
な
ど
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
は
皆
さ
ん

の
周
り
に
ど
れ
く
ら
い
い
ま
す
か
。
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、

思
い
の
ほ
か
多
く
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
の
特
集
で
は
、
そ
う
し
た
障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労
に

つ
い
て
、
一
緒
に
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

就労支援センター SORAで働く井上さん。ご飯の重さを計量し、丁寧に詰めていきます。

　

障
が
い
は
「
身
体
」「
知
的
」「
精
神
」

の
3
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
3
つ
の
分
類
の
中
で
も

細
か
く
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
特
徴
や
症
状
は
決
ま
っ
て
い
る
も

の
で
は
な
く
、
個
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
そ
れ
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
同
じ
こ
と

が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
で
は
、

障
が
い
を
理
由
と
し
て
入
店
や

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拒
否
・
制
限
・

条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ
う
な
行
為

や
、
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
配
慮
を

求
め
る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た

場
合
、
合
理
的
な
配
慮
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
赤
穂
市
で
は
、
平
成
30
年

４
月
に
「
赤
穂
市
み
ん
な
の
和
を

広
げ
る
手
話
言
語
条
例
」
が
制
定

さ
れ
、
手
話
は
言
語
で
あ
る
と
の
認

識
を
広
げ
、
障
が
い
者
理
解
の
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
人
の
個
性
を
知
り
、
ふ
れ

あ
う
こ
と
で
障
が
い
を
身
近
に

感
じ
、
理
解
し
、
と
も
に
生
き
る

社
会
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

　

今
、
全
国
に
は
働
く
こ
と
が
可
能
な
年
齢

の
障
が
い
の
あ
る
人
が
３
５
０
万
人
以
上

い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

一
般
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
の
は
約
50
万

人
で
す
。
で
は
、
そ
れ
以
外
の
人
た
ち
は

ど
う
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

企
業
や
公
的
機
関
な
ど
に
就
職
し
、
労
働

契
約
を
結
ん
で
働
く
こ
と
は
「
一
般
就
労
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
そ
の
よ
う

な
働
き
方
が
難
し
い
障
が
い
の
あ
る
人
の

就
労
は
、
総
称
し
て
「
福
祉
的
就
労
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
就
労
の
大
き
な
違
い
は
、

職
場
に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る
人
の
位
置

づ
け
で
す
。
一
般
就
労
に
お
い
て
は
労
働
者

と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

福
祉
的
就
労
に
お
い
て
は
労
働
者
で
あ
る

と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
し
て
の

立
場
も
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

障
害
者
手
帳
の
所
持
者
数
、
自
立

支
援
医
療
（
精
神
通
院
医
療
）
受
給

者
数
で
お
よ
そ
の
人
数
を
把
握
す
る

と
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
総
数
は

増
加
し
て
お
り
、
平
成
29
年
３
月
末

時
点
の
合
計
で
３
１
４
７
人
、
市
民

の
約
15
人
に
1
人
が
何
ら
か
の
障

が
い
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

『
一
般
就
労
』
と

　
　
『
福
祉
的
就
労
』

『
一
般
就
労
』
と

　
　
『
福
祉
的
就
労
』

一般就労を目指す人に対し、働く
ための知識や能力を身に付ける
職業訓練、職場探しや就職活動
のサポートを行う。

障がいや難病のある人が雇用契約を
結び、一定の支援がある職場で働く。

障がいや難病のある人のうち、年齢や
体力などの理由で、企業などと雇用契約
を結んで働くことが困難な人が、軽作業
などの就労訓練を行う。

・原則18歳以上、利用開始時に
65歳未満の人
・企業などへの就労を希望する人

・原則18歳以上、利用開始時に65歳
未満の人
・就労経験があるが、現在は働いて
いない人
・就労移行支援や特別支援学校での
就職活動を経たが、雇用に結びつか
なかった人

２年
※必要性が認められた場合、
１年間の更新が可能

・就労経験があり、年齢や体力の面で
一般就労が困難となった人
・50歳に達している人、または障害基礎
年金1級を受給している人
・就労移行支援事業者などにより、就労
面の課題が把握されている人

就労移行支援 就労継続支援 A 型 就労継続支援 B 型

制限なし 制限なし

―

事
業
概
要

対
象
者

雇
用
関
係
利
用
期
間

就
労
継
続
支
援
A
型

就
労
継
続
支
援
B
型 ・野菜、缶バッヂ、封筒の販売

・アクセサリー、小物の袋詰め

・クッキー、パンの販売
・芝刈、ワックスがけ

・ラスク、備前焼などの販売
・空き缶、ペットボトルの仕分け
・のぼり旗たたみ

・日替わり弁当、うどんの販売
・草刈り

主な業務内容

・季節の花苗、野菜苗などの販売
・組立、解体、清掃

・焼菓子、豆腐、パンの販売
赤穂精華園
ほのか工房

わかば園

赤穂精華園
やまびこ寮

施設名

げんぶ

フロンティア

はくほう

片浜町 227

加里屋1096-28

片浜町 228

大津1327

加里屋 290-10

大津1041

45-1113

43-2255

43-9100

43-2091

56-9660

45-2240

就
労
継
続
支
援
B
型

施設名

・草刈り、洗車、企業内作業 大津1327-56

浜市 334-2

山手町10-1

中広1576-17
加里屋 2072-1

中浜町 6-11

42-3349

48-8880

45-0988

25-1265
25-4393

56-5331

さくら園

就労支援センター
SORA

みのり大地

ワーキング
西播磨作業所

ピアサポート
兵庫

主な業務内容

・メダカ、キャンドルの販売
・清掃

・手作り弁当の販売
・清掃、草抜き、手芸

・クッキー、ケーキなどの販売
・コイルの解体、製品点検

・さをり織雑貨、小物などの販売
・DM封入、発送

「赤穂精華園やまびこ寮」「さくら園」「就労支援センター
SORA」では、就労移行支援も実施しています。

身体障害者手帳
療育手帳

精神障害者保健福祉手帳
自立支援医療（精神通院医療）受給者
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参
考
「
赤
穂
市
障
が
い
者
福
祉
長
期
計
画
」

障
が
い
は『
個
性
』

赤
穂
市
に
お
け
る

障
が
い
の
あ
る
人
の
人
数

雇用契約あり
※最低賃金支払いあり

雇用契約なし
※工賃支払いあり

市内にある障害者就労施設一覧

1859

162
456

605 612

470
169

1838 1812

200
483

652

平成 27年 平成 28 年 平成 29 年

住所 住所電話番号 電話番号

P03　2Ｃ（スミとマゼンタ） P02　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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障がいのある

人の就労を支援するた

め、「就労移行支援」「就労

継続支援A型」「就労継続

支援B型」において、就労訓

練などが行われています。

それぞれの主な特徴を

まとめました。

障がいを持ったアスリートたち

障がいを持ったアスリートたち

障
が
い
者
週
間
（
12
月
3
日
〜
9
日
）
特
集

障
が
い
を
知
り

と
も
に
生
き
る
ま
ち
へ

　

家
族
や
友
人
・
知
人
な
ど
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
は
皆
さ
ん

の
周
り
に
ど
れ
く
ら
い
い
ま
す
か
。
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、

思
い
の
ほ
か
多
く
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
の
特
集
で
は
、
そ
う
し
た
障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労
に

つ
い
て
、
一
緒
に
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

就労支援センター SORAで働く井上さん。ご飯の重さを計量し、丁寧に詰めていきます。

　

障
が
い
は
「
身
体
」「
知
的
」「
精
神
」

の
3
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
3
つ
の
分
類
の
中
で
も

細
か
く
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
特
徴
や
症
状
は
決
ま
っ
て
い
る
も

の
で
は
な
く
、
個
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
そ
れ
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
同
じ
こ
と

が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
で
は
、

障
が
い
を
理
由
と
し
て
入
店
や

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拒
否
・
制
限
・

条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ
う
な
行
為

や
、
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
配
慮
を

求
め
る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た

場
合
、
合
理
的
な
配
慮
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
赤
穂
市
で
は
、
平
成
30
年

４
月
に
「
赤
穂
市
み
ん
な
の
和
を

広
げ
る
手
話
言
語
条
例
」
が
制
定

さ
れ
、
手
話
は
言
語
で
あ
る
と
の
認

識
を
広
げ
、
障
が
い
者
理
解
の
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
人
の
個
性
を
知
り
、
ふ
れ

あ
う
こ
と
で
障
が
い
を
身
近
に

感
じ
、
理
解
し
、
と
も
に
生
き
る

社
会
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

　

今
、
全
国
に
は
働
く
こ
と
が
可
能
な
年
齢

の
障
が
い
の
あ
る
人
が
３
５
０
万
人
以
上

い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

一
般
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
の
は
約
50
万

人
で
す
。
で
は
、
そ
れ
以
外
の
人
た
ち
は

ど
う
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

企
業
や
公
的
機
関
な
ど
に
就
職
し
、
労
働

契
約
を
結
ん
で
働
く
こ
と
は
「
一
般
就
労
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
そ
の
よ
う

な
働
き
方
が
難
し
い
障
が
い
の
あ
る
人
の

就
労
は
、
総
称
し
て
「
福
祉
的
就
労
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
就
労
の
大
き
な
違
い
は
、

職
場
に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る
人
の
位
置

づ
け
で
す
。
一
般
就
労
に
お
い
て
は
労
働
者

と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

福
祉
的
就
労
に
お
い
て
は
労
働
者
で
あ
る

と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
し
て
の

立
場
も
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

障
害
者
手
帳
の
所
持
者
数
、
自
立

支
援
医
療
（
精
神
通
院
医
療
）
受
給

者
数
で
お
よ
そ
の
人
数
を
把
握
す
る

と
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
総
数
は

増
加
し
て
お
り
、
平
成
29
年
３
月
末

時
点
の
合
計
で
３
１
４
７
人
、
市
民

の
約
15
人
に
1
人
が
何
ら
か
の
障

が
い
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

『
一
般
就
労
』
と

　
　
『
福
祉
的
就
労
』

『
一
般
就
労
』
と

　
　
『
福
祉
的
就
労
』

一般就労を目指す人に対し、働く
ための知識や能力を身に付ける
職業訓練、職場探しや就職活動
のサポートを行う。

障がいや難病のある人が雇用契約を
結び、一定の支援がある職場で働く。

障がいや難病のある人のうち、年齢や
体力などの理由で、企業などと雇用契約
を結んで働くことが困難な人が、軽作業
などの就労訓練を行う。

・原則18歳以上、利用開始時に
65歳未満の人
・企業などへの就労を希望する人

・原則18歳以上、利用開始時に65歳
未満の人
・就労経験があるが、現在は働いて
いない人
・就労移行支援や特別支援学校での
就職活動を経たが、雇用に結びつか
なかった人

２年
※必要性が認められた場合、
１年間の更新が可能

・就労経験があり、年齢や体力の面で
一般就労が困難となった人
・50歳に達している人、または障害基礎
年金1級を受給している人
・就労移行支援事業者などにより、就労
面の課題が把握されている人

就労移行支援 就労継続支援 A 型 就労継続支援 B 型

制限なし 制限なし

―

事
業
概
要

対
象
者

雇
用
関
係
利
用
期
間

就
労
継
続
支
援
A
型

就
労
継
続
支
援
B
型 ・野菜、缶バッヂ、封筒の販売

・アクセサリー、小物の袋詰め

・クッキー、パンの販売
・芝刈、ワックスがけ

・ラスク、備前焼などの販売
・空き缶、ペットボトルの仕分け
・のぼり旗たたみ

・日替わり弁当、うどんの販売
・草刈り

主な業務内容

・季節の花苗、野菜苗などの販売
・組立、解体、清掃

・焼菓子、豆腐、パンの販売
赤穂精華園
ほのか工房

わかば園

赤穂精華園
やまびこ寮

施設名

げんぶ

フロンティア

はくほう

片浜町 227

加里屋1096-28

片浜町 228

大津1327

加里屋 290-10

大津1041

45-1113

43-2255

43-9100

43-2091

56-9660

45-2240

就
労
継
続
支
援
B
型

施設名

・草刈り、洗車、企業内作業 大津1327-56

浜市 334-2

山手町10-1

中広1576-17
加里屋 2072-1

中浜町 6-11

42-3349

48-8880

45-0988

25-1265
25-4393

56-5331

さくら園

就労支援センター
SORA

みのり大地

ワーキング
西播磨作業所

ピアサポート
兵庫

主な業務内容

・メダカ、キャンドルの販売
・清掃

・手作り弁当の販売
・清掃、草抜き、手芸

・クッキー、ケーキなどの販売
・コイルの解体、製品点検

・さをり織雑貨、小物などの販売
・DM封入、発送

「赤穂精華園やまびこ寮」「さくら園」「就労支援センター
SORA」では、就労移行支援も実施しています。

身体障害者手帳
療育手帳

精神障害者保健福祉手帳
自立支援医療（精神通院医療）受給者
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参
考
「
赤
穂
市
障
が
い
者
福
祉
長
期
計
画
」

障
が
い
は『
個
性
』

赤
穂
市
に
お
け
る

障
が
い
の
あ
る
人
の
人
数

雇用契約あり
※最低賃金支払いあり

雇用契約なし
※工賃支払いあり

市内にある障害者就労施設一覧

1859

162
456

605 612

470
169

1838 1812

200
483

652

平成 27年 平成 28 年 平成 29 年

住所 住所電話番号 電話番号

P03　2Ｃ（スミとマゼンタ） P02　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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黒川 武文 さん（３６）岩間 正利 さん（５０）

アルミ缶・スチール缶などを瞬時に見分けながら、
手早く仕分ける。カゴはすぐに満杯に。

働
く
こ
と
が

生
活
の
リ
ズ
ム
に

一
人
ひ
と
り
が
輝
く

この日はスタミナ弁当。肉と野菜の分量を調整し、
炒める下準備を行う。

　
黒
川
さ
ん
は
知
的
障
が
い
が

あ
り
、
約
２
年
前
か
ら
就
労

継
続
支
援
Ａ
型『
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

で
働
い
て
い
ま
す
。

　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
て

い
る
訓
練
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
黒
川
さ
ん
は
収
集

さ
れ
て
き
た
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
仕
分
け
作
業
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
訓
練
中
に

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
を
聞
く

と
、「
仕
分
け
を
間
違
え
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
誰
よ

り
も
早
く
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
」と
話
し
ま
す
。

　
あ
る
日
の
訓
練
終
了
間
際
、

作
業
場
を
覗
く
と
、
ま
だ
終

わ
っ
て
い
な
い
仲
間
を
手
伝
う
黒

川
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

「
彼
の
仕
事
へ
の
姿
勢
は
、
本
当

に
素
晴
ら
し
い
で
す
。
い
つ

も
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
集
中

し
て
取
り
組
み
、
そ
の
上
周
り

へ
の
気
遣
い
も
忘
れ
ま
せ
ん
」

と
話
す
の
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
理
事
長
、
井
上
育
俊
さ
ん
で

す
。「
障
が
い
の
あ
る
人
は
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
得
意
な
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
彼
の

得
意
な
こ
と
の
一
つ
に
、
こ
の

分
別
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
」と
話
す
井
上
さ
ん
の
横

で
、
て
き
ぱ
き
と
作
業
を
進
め

る
黒
川
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
は
、
10
〜

13
人
で
行
い
ま
す
。「
み
ん
な

と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
の
が

励
み
に
な
り
ま
す
。
休
憩
時
間

は
、
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
話
し
、
本
当
に
楽
し
い
で

自分に合った仕事で
個性を生かし、働く

す
」と
言
う
黒
川
さ
ん
の
周

り
に
は
、
い
つ
も
仲
間
が
い

ま
す
。

　
家
族
に
話
を
聞
く
と
、

「
仕
事
を
始
め
て
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
人
と
話
を
し
て
い
る

よ
う
で
、
家
に
帰
っ
て
き
て

か
ら
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
周

り
の
方
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」と
話
し
、
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

　
黒
川
さ
ん
の
も
う
一
つ
得
意

な
こ
と
に
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。「
遠
く
に

飛
ば
す
の
が
楽
し
い
」と
言
う

こ
の
競
技
で
、
今
年
は
福
井
県

で
開
催
さ
れ
た「
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」に
出
場
、
44

ｍ
79
㎝
を
記
録
し
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。
仕
事
仲
間

か
ら「
次
は
金
メ
ダ
ル
取
っ
て

こ
な
き
ゃ
ね
」と
の
期
待
を
受

け
、
次
の
大
会
を
目
指
し
て

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
岩
間
さ
ん
は
精
神
障
が
い

が
あ
り
、
今
は
月
曜
〜
金
曜
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型『
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ（
以
下

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
）』で
働
い
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
木
曜
・
金
曜
の
２
日

間
は
、
手
作
り
弁
当「
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
弁
当
」の
調
理
や
配
達
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　
午
前
９
時
、「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」と
笑
顔
で
厨
房
に

現
れ
た
岩
間
さ
ん
。
穏
や
か
に

笑
う
そ
の
姿
か
ら
は
、
障
が
い

が
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま

せ
ん
。

　「
細
か
な
と
こ
ろ
に
も
気
が

付
い
て
、
明
る
い
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
的
な
存
在
で
す
」と
紹
介

し
て
く
れ
た
の
は
、Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
主

任
の
濱
村
亮
平
さ
ん
で
す
。

「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
弁
当
は
、
メ
ニ
ュ
ー

を
決
め
る
と
こ
ろ
か
ら
材
料
の

調
達
、
調
理
・
配
達
ま
で
、
す

べ
て
メ
ン
バ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
得

意
な
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
見

つ
け
、
自
信
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
、
私
た
ち
の
役
割
だ

と
思
い
ま
す
」
と
話
す
と
お

り
、
食
材
を
切
る
担
当
や
お
米

を
洗
う
担
当
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
責
任
を
持
っ
て
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
岩
間
さ
ん
に
と
っ
て
働
く

こ
と
と
は―

。

　「
生
活
を
す
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
こ
と
で
す
。
私
は
体
調

管
理
が
難
し
い
の
で
、
自
分
の
生

活
に
リ
ズ
ム
を
作
る
た
め
に
は
、

働
く
こ
と
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

何
と
いっ
て
も
、
仕
事
終
わ
り
は

爽
快
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
話

す
岩
間
さ
ん
の
目
は
、
輝
い
て
い

ま
し
た
。

　　　
岩
間
さ
ん
の
好
き
な
言
葉
は

〝
桜
梅
桃
李（
お
う
ば
い
と
う

り
）
〞。
『
桜
・
梅
・
桃
・
李

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
花
を
咲
か
せ

る
』や
、『
自
分
の
個
性
を
磨

く
』と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。「
自
分
の
良
さ
は
、

明
る
い
性
格
で
、
常
に
前
向
き

に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
」と
話

す
岩
間
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
分

の
個
性
が
分
か
っ
て
い
る
人
も

い
れ
ば
、
ま
だ
見
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
う

い
う
人
の
た
め
に
、
障
害
者
就

労
施
設
は
あ
り
ま
す
。

次
の
目
標
は

も
ち
ろ
ん
金
メ
ダ
ル

　利用者を第一に考え、利用者それぞれが持つ個性に
合った仕事を見つけ、働くことの喜びを感じてもらうこと
を大切にしています。空き缶などのリサイクル作業のほか

に、焼き菓子ラスクの製造、小型家電
の解体などの訓練を行っています。
（住所）加里屋１０９６－２８
（電話）４３－２２５５

　「就労したい」と言われる方々の願いを叶えたいという
思いから開設され、生産活動や作業などを通じて就労
に必要な自信や体力をつけながら、
知識・能力の向上を目指しています。
（住所）浜市３３４－２
（電話）４８－８８８０

就労継続支援Ａ型
フロンティア就労移行支援・就労継続支援Ｂ型

就労支援センターＳＯＲＡ 障
が
い
者
に

　働
く
喜
び
を
！

障
が
い
者
に

　働
く
喜
び
を
！

仲
間
の
存
在
が

仕
事
を
楽
し
く
す
る

仲
間
の
存
在
が

仕
事
を
楽
し
く
す
る

働きながら
自分の個性を磨く

無
限
の
可
能
性
に

　向
か
っ
て
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」と
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に
は
、
い
つ
も
仲
間
が
い

ま
す
。

　
家
族
に
話
を
聞
く
と
、

「
仕
事
を
始
め
て
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
人
と
話
を
し
て
い
る

よ
う
で
、
家
に
帰
っ
て
き
て

か
ら
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
周

り
の
方
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」と
話
し
、
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

　
黒
川
さ
ん
の
も
う
一
つ
得
意

な
こ
と
に
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。「
遠
く
に

飛
ば
す
の
が
楽
し
い
」と
言
う

こ
の
競
技
で
、
今
年
は
福
井
県

で
開
催
さ
れ
た「
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」に
出
場
、
44

ｍ
79
㎝
を
記
録
し
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。
仕
事
仲
間

か
ら「
次
は
金
メ
ダ
ル
取
っ
て

こ
な
き
ゃ
ね
」と
の
期
待
を
受

け
、
次
の
大
会
を
目
指
し
て

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
岩
間
さ
ん
は
精
神
障
が
い

が
あ
り
、
今
は
月
曜
〜
金
曜
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型『
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ（
以
下

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
）』で
働
い
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
木
曜
・
金
曜
の
２
日

間
は
、
手
作
り
弁
当「
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
弁
当
」の
調
理
や
配
達
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　
午
前
９
時
、「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」と
笑
顔
で
厨
房
に

現
れ
た
岩
間
さ
ん
。
穏
や
か
に

笑
う
そ
の
姿
か
ら
は
、
障
が
い

が
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま

せ
ん
。

　「
細
か
な
と
こ
ろ
に
も
気
が

付
い
て
、
明
る
い
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
的
な
存
在
で
す
」と
紹
介

し
て
く
れ
た
の
は
、Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
主

任
の
濱
村
亮
平
さ
ん
で
す
。

「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
弁
当
は
、
メ
ニ
ュ
ー

を
決
め
る
と
こ
ろ
か
ら
材
料
の

調
達
、
調
理
・
配
達
ま
で
、
す

べ
て
メ
ン
バ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
得

意
な
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
見

つ
け
、
自
信
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
、
私
た
ち
の
役
割
だ

と
思
い
ま
す
」
と
話
す
と
お

り
、
食
材
を
切
る
担
当
や
お
米

を
洗
う
担
当
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
責
任
を
持
っ
て
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
岩
間
さ
ん
に
と
っ
て
働
く

こ
と
と
は―

。

　「
生
活
を
す
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
こ
と
で
す
。
私
は
体
調

管
理
が
難
し
い
の
で
、
自
分
の
生

活
に
リ
ズ
ム
を
作
る
た
め
に
は
、

働
く
こ
と
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

何
と
いっ
て
も
、
仕
事
終
わ
り
は

爽
快
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
話

す
岩
間
さ
ん
の
目
は
、
輝
い
て
い

ま
し
た
。

　　　
岩
間
さ
ん
の
好
き
な
言
葉
は

〝
桜
梅
桃
李（
お
う
ば
い
と
う

り
）
〞。
『
桜
・
梅
・
桃
・
李

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
花
を
咲
か
せ

る
』や
、『
自
分
の
個
性
を
磨

く
』と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。「
自
分
の
良
さ
は
、

明
る
い
性
格
で
、
常
に
前
向
き

に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
」と
話

す
岩
間
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
分

の
個
性
が
分
か
っ
て
い
る
人
も

い
れ
ば
、
ま
だ
見
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
う

い
う
人
の
た
め
に
、
障
害
者
就

労
施
設
は
あ
り
ま
す
。

次
の
目
標
は

も
ち
ろ
ん
金
メ
ダ
ル

　利用者を第一に考え、利用者それぞれが持つ個性に
合った仕事を見つけ、働くことの喜びを感じてもらうこと
を大切にしています。空き缶などのリサイクル作業のほか

に、焼き菓子ラスクの製造、小型家電
の解体などの訓練を行っています。
（住所）加里屋１０９６－２８
（電話）４３－２２５５

　「就労したい」と言われる方々の願いを叶えたいという
思いから開設され、生産活動や作業などを通じて就労
に必要な自信や体力をつけながら、
知識・能力の向上を目指しています。
（住所）浜市３３４－２
（電話）４８－８８８０

就労継続支援Ａ型
フロンティア就労移行支援・就労継続支援Ｂ型

就労支援センターＳＯＲＡ 障
が
い
者
に

　働
く
喜
び
を
！

障
が
い
者
に

　働
く
喜
び
を
！

仲
間
の
存
在
が

仕
事
を
楽
し
く
す
る

仲
間
の
存
在
が

仕
事
を
楽
し
く
す
る

働きながら
自分の個性を磨く

無
限
の
可
能
性
に

　向
か
っ
て
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◆
小
学
生
の
部
　
大
賞
◆

『
わ
た
し
に
も
で
き
る
こ
と
』

塩
屋
小
学
校
４
年　

北
川 

芽
依

　

み
な
さ
ん
は
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

わ
た
し
は
去
年
、
お
母
さ
ん
に

す
す
め
ら
れ
て
、
妹
と
い
っ

し
ょ
に
伸
ば
し
て
い
た
か
み
の

毛
を
初
め
て
、
だ
れ
か
の
た
め

に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
に
切

り
ま
し
た
。

　

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
病
気

や
ケ
ガ
で
か
み
の
毛
が
な
く

な
っ
た
人
に
、
人
の
か
み
の
毛

で
作
っ
た
医
り
ょ
う
用
の
か
つ

ら
で
、
少
し
で
も
え
顔
を
取
り

も
ど
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す

る
活
動
で
す
。
こ
の
活
動
に
お

金
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、

作
っ
た
毛
で
は
な
く
、
全
部
、

人
の
か
み
の
毛
で
作
る
の
で
、

ひ
と
つ
の
か
つ
ら
を
作
る
の
に

二
、三
十
人
分
の
か
み
の
毛
が

必
要
で
す
。
か
み
の
毛
の
長
さ

も
一
回
に
三
十
一
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
必
要
で
す
。

　

わ
た
し
は
お
母
さ
ん
に
ヘ
ア

ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
教
え

て
も
ら
っ
た
と
き
、
自
分
に
も

で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
知

り
、
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
か
み
の
毛
が
伸
び
る
ま

で
の
間
、
病
気
や
ケ
ガ
で
困
っ

て
い
る
人
の
こ
と
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
つ
ら
く
て

も
病
気
と
た
た
か
っ
て
い
る
人

た
ち
の
助
け
に
な
る
よ
う
に
、

か
み
の
毛
を
大
事
に
洗
い
ま
し

た
。
自
分
で
か
み
の
毛
を
切
っ

て
送
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

わ
た
し
は
、
美
容
院
で
切
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
美

容
院
に
行
く
と
き
、
車
で
お
父

さ
ん
に
乗
せ
て
行
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん
も
病
気

や
ケ
ガ
で
困
っ
て
い
る
人
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
た
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
か
み
の
毛
を
切
る

こ
と
は
、
と
て
も
か
ん
た
ん
で

い
つ
も
と
同
じ
こ
と
な
の
に
、

妹
と
い
っ
し
ょ
に
か
み
の
毛
を

切
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
き
、

と
て
も
心
が
あ
た
た
か
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
ヘ
ア
ド

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
す

平成30年度　福祉作文入選者決定 ! !
　

身
近
な
福
祉
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
、
一
般
の
方
よ
り
、
計
６
５
２
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

慎
重
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
、
12
月
８
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
「
障

が
い
者
週
間
と
も
に
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
各
部
門
大
賞
・
特
選
・
入
選
の
方
の
み
）

【
小
学
生
の
部
】

大
賞 

北き
た
が
わ川　

芽め

い依 

（
塩
屋
小
学
校
４
年
）

特
選 

関せ
き
ぐ
ち口　

真ま

い依 
（
坂
越
小
学
校
４
年
）

入
選 

鵜う

﨑ざ
き　

由ゆ

い衣 
（
赤
穂
小
学
校
６
年
）

 

中な
か
や
ま山　
　

結ゆ
い 

（
塩
屋
小
学
校
６
年
）

佳
作 

北ほ
っ
こ
く國　

茉ま

な和 

（
赤
穂
小
学
校
６
年
）

 

松ま
つ
も
と本　

優ゆ
う

汰た 

（
城
西
小
学
校
６
年
）

 

児こ

玉だ
ま

悠ゆ

き

な
希
南 

（
塩
屋
小
学
校
５
年
）

 

前ま
え

田だ　

梨り
ん

花か 

（
赤
穂
西
小
学
校
５
年
）

 

馬う
ま

場ば　

美み

か翔 

（
尾
崎
小
学
校
６
年
）

 

中な
か
が
わ川
萌も

に

か
弐
華 

（
御
崎
小
学
校
６
年
）

 

花は
な
ざ
き崎　
　

澪れ
い 

（
坂
越
小
学
校
４
年
）

 

平ひ
ら

戸ど　

花か

音の
ん 

（
高
雄
小
学
校
６
年
）

 

田た

中な
か　

颯は
や

人と 

（
有
年
小
学
校
５
年
）

 

鈴す
ず

木き　

美み

咲さ
き 

（
原
小
学
校
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

大
賞 

松ま
つ
ざ
き﨑　

碧あ
お

羽ば 

（
赤
穂
中
学
校
２
年
）

特
選 

東ひ
が
し

　
　

愛あ

音の
ん 

（
赤
穂
西
中
学
校
２
年
）

入
選 

備び
し
ょ
う生　

遥は
る
き貴 

（
赤
穂
西
中
学
校
２
年
）

 

安あ

べ部　

華か

純す
み 

（
赤
穂
東
中
学
校
１
年
）

佳
作 

山や
ま

田だ　

魁か
い

翔と 

（
赤
穂
中
学
校
２
年
）

 

高た
か
く
ら倉
萌も

も

こ
々
子 

（
赤
穂
西
中
学
校
３
年
）

 

水み
ず
も
り守　

萌も
あ

那な 

（
赤
穂
東
中
学
校
２
年
）

 

金か
な

井い　

一か
ず

八や 

（
坂
越
中
学
校
２
年
）

 

陰か
げ
や
ま山　
　

礼れ
い 

（
有
年
中
学
校
２
年
）

【
高
校
生
以
上
の
部
】 

大
賞 
山や
ま

田だ　

彩さ

い依 

（
赤
穂
高
等
学
校
２
年
）

特
選 
田た

前ま
え　
　

操
み
さ
お 

（　

一　
　
　
　

般　

）

入
選 

北き
た
が
わ川
雄ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
朗 

（
赤
穂
高
等
学
校
１
年
）

 

松ま
つ
も
と本　

彩さ

き希 
（
赤
穂
高
等
学
校
２
年
）

佳
作 

桶お
け
ぐ
ち口　

真ま

き葵 
（
赤
穂
高
等
学
校
２
年
）

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
福
祉
作
文
集
に
ま
と
め
、
市
内

の
学
校
や
各
福
祉
施
設
に
お
届
け
す
る
ほ
か
、

社
協
で
も
配
布
し
、
広
く
福
祉
活
動
の
場
で

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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の
問
い
に
、「
特
に
な
い
で
す

け
ど
ね
。
そ
う
思
わ
れ
が
ち
な

ん
で
す
よ
。
お
笑
い
を
通
じ
て

障
が
い
者
へ
の
偏
見
を
無
く
す

た
め
、
勇
気
づ
け
る
た
め
に

や
っ
て
る
の
で
は
と
…
。
僕
の

ネ
タ
を
見
て
勇
気
づ
け
ら
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
障
が
い
が
あ
っ

て
も
無
く
て
も
変
わ
ら
な
い
。」

　

僕
は
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
時

の
思
い
が
恥
ず
か
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

あ
の
時
思
っ
た
事
は
、
障
が

い
者
を
見
か
け
だ
け
で
判
断
し

て
い
た
の
で
し
た
。

　

目
が
見
え
な
い
こ
と
は
「
不

便
」
で
「
か
わ
い
そ
う
」
な
ど

と
勝
手
に
決
め
つ
け
て
い
た
事

が
失
礼
だ
っ
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ

障
が
い
に
応
じ
て
僕
た
ち
に
は

分
か
ら
な
い
世
界
も
あ
る
ん
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
の
〝
障
が
い
者
〞
と

い
う
思
い
と
は
違
い
、「
普
通

の
人
間
で
す
よ
」「
君
達
と
変

わ
ら
な
い
で
し
ょ
？
」
と
い
う

感
覚
は
心
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

濱
田
さ
ん
は
以
前
、
街
中
で

声
を
か
け
ら
れ
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
た
若
い
女
性
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し

　

そ
ん
な
中
、
盲
学
校
時
代
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
笑
い
に
変
え

て
、「
視
覚
障
が
い
者
あ
る
あ

る
」「
盲
学
校
あ
る
あ
る
」
ネ

タ
を
披
露
し
だ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
笑
え
る
、
め
っ
ち
ゃ

面
白
い
！

　

目
の
見
え
て
い
る
僕
達
に
は

想
像
で
き
な
い
感
じ
方
を
し
て

い
る
濱
田
さ
ん
は
、
盲
目
の

方
々
に
し
か
分
か
ら
な
い
世
界

に
つ
い
て
、
明
る
く
ネ
タ
を
通

し
て
教
え
て
く
れ
て
い
る
み
た

い
で
し
た
。

　

目
の
見
え
る
情
報
だ
け
で
物

事
を
判
断
し
て
し
ま
う
僕
達
と

は
全
く
異
な
る
感
覚
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
見
事
Ｒ

－

１
グ
ラ

ン
プ
リ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
っ
た
濱
田
さ
ん
は
、
あ
る
雑

誌
の
対
談
で
「
障
が
い
者
を
ネ

タ
に
し
た
笑
い
は
タ
ブ
ー
視
さ

れ
が
ち
だ
が
？
」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
「
受
け
取
る
人
に

よ
っ
て
と
ら
え
方
は
違
う
と
思

い
ま
す
が
、
僕
は
別
に
タ
ブ
ー

と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
両
方

の
意
見
が
あ
っ
て
当
然
な
の

で
。」

　

ま
た
別
の
質
問
で
は
「
他
の

障
が
い
を
持
っ
た
方
を
勇
気
づ

け
た
い
思
い
は
あ
る
か
？
」
と

が
ら
周
囲
の
状
況
を
相
手
に
伝

え
る
と
い
う
の
は
、
小
学
生

だ
っ
た
自
分
に
と
っ
て
す
ご
く

難
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
ん
な
体
験
を
し
て
、
数
年

経
っ
た
今
年
の
春
の
こ
と
で
し

た
。

　

テ
レ
ビ
で
ピ
ン
芸
人
日
本
一

を
決
め
る
「
Ｒ
－

１
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
８
」を
見
て
い
た
ら
、

白
い
杖
を
手
に
し
た
芸
人
が
、

舞
台
に
立
っ
て
漫
才
を
始
め
た

の
で
す
。

　

そ
の
芸
人
の
名
前
は
、「
濱

田
祐
太
郎
」
さ
ん
と
い
う
人
で

し
た
。
濱
田
さ
ん
は
、
神
戸
市

出
身
の
二
八
歳
。
三
万
人
に
一

人
の
割
合
で
発
症
す
る
先
天
性

緑
内
障
と
い
う
病
気
で
、
生
ま

れ
つ
き
盲
目
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｒ

－

１
グ
ラ

ン
プ
リ
に
目
の
見
え
な
い
芸
人

が
出
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
テ
レ
ビ
を
見
て
最

初
に
思
っ
た
こ
と
は
、
障
が
い

者
の
人
が
舞
台
に
立
っ
て
ネ
タ

を
始
め
る
と
、「
ど
ん
な
空
気

に
な
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
か
、

「
本
当
に
笑
っ
て
し
ま
っ
て
も

良
い
の
か
？
」
と
い
う
も
の
ば

か
り
で
し
た
。

◆
中
学
生
の
部
　
大
賞
◆

『
見
え
て
い
る
こ
と

だ
け
じ
ゃ
な
い
』

赤
穂
中
学
校
２
年　

松
﨑 

碧
羽

　

僕
は
、
小
学
生
の
時
に
、
視

覚
障
が
い
者
を
体
験
す
る
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
学
習
を
受
け
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
目
の
見
え
な

い
方
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
の
両

方
の
立
場
を
体
験
す
る
も
の
で

す
。ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
、パ
ー

ト
ナ
ー
の
声
だ
け
を
頼
り
に
歩

く
と
い
う
単
純
な
内
容
で
し
た

が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
か

な
り
怖
か
っ
た
事
を
覚
え
て
い

ま
す
。
普
段
、
何
気
な
く
見
て

い
る
風
景
を
想
像
し
な
が
ら
、

何
か
に
ぶ
つ
か
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
…
と
い
う
不
安
な
感
覚
が
長

く
続
い
て
、
か
な
り
の
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
役
に
交
代

し
た
時
も
、
言
葉
で
説
明
し
な

ご
い
こ
と
で
は
な
く
、
人
の
気

持
ち
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
わ
た
し
と
妹
が
ヘ
ア
ド

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
こ
と
を

知
っ
た
、
お
母
さ
ん
の
友
達
と

妹
の
よ
う
ち
園
の
先
生
も
ヘ
ア

ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
は
か

み
の
毛
を
大
事
に
伸
ば
し
て
切

る
と
い
う
小
さ
な
こ
と
で
す

が
、
自
分
が
す
る
こ
と
で
人
の

わ
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
病
気
や
ケ
ガ

で
困
っ
て
い
る
人
の
気
持
ち
を

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
が
ふ

え
て
、
人
を
助
け
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し

は
今
も
妹
と
い
っ
し
ょ
に
か
み

の
毛
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
き
会
が
あ
れ
ば
ヘ
ア
ド

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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が
で
き
て
〝
自
分
す
ご
い
や

ん
！
〞
っ
て
思
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。自
己
満
足
だ
け
ど
、

小
さ
い
事
だ
け
ど
き
っ
と
こ
れ

が
私
を
成
長
さ
せ
る
材
料
に
な

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
無
縁
だ
と
思
っ
て
い

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
で
も
、
そ

れ
は
参
加
し
た
人
し
か
分
か
ら

な
い
達
成
感
・
責
任
感
で
い
っ

ぱ
い
の
大
変
な
仕
事
で
し
た
。

こ
の
体
験
を
機
に
私
は
そ
の

後
、
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
・
駅
前
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
私
に
は
学
ぶ
事

だ
ら
け
だ
け
ど
、
高
校
生
の
今

の
う
ち
に
た
く
さ
ん
の
事
を
経

験
し
て
い
き
、
将
来
の
夢
を
考

え
る
材
料
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
フ
ミ
さ
ん
。
素
敵
な

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、

素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
て
下
さ
い

ね
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
終
わ
る
時

間
が
近
づ
き
、
お
別
れ
の
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
る
と
、

「
今
日
は
あ
り
が
と
う
ね
。
若

い
子
と
話
せ
て
う
れ
し
か
っ
た

よ
。」

と
、
言
っ
て
も
ら
え
、
喜
ん
で

も
ら
え
て
良
か
っ
た
な
ぁ
…
。

も
っ
と
話
し
た
か
っ
た
な
ぁ

…
。
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、

今
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ

た
老
人
ホ
ー
ム
と
い
う
場
所
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
や
、
私
達
に
も
必
要
と
な

る
お
年
寄
り
と
の
交
流
の
場
。

大
切
な
こ
と
は
す
ぐ
近
く
に

あ
っ
た
の
に
、
い
つ
の
間
に
か

知
ら
な
い
振
り
を
し
て
、「
私

に
は
関
係
の
な
い
も
の
」
と
し

て
捉
え
て
し
ま
っ
て
い
た
自
分

が
と
て
も
恥
ず
か
し
く
思
え
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
私
の
中

に
〝
人
の
役
に
立
つ
事
っ
て
す

ご
い
〞
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

活
動
中
の
私
は
ど
こ
か
ぎ
こ

ち
な
い
け
ど
、
で
も
、
体
操
の

仕
方
を
一
緒
に
や
っ
て
教
え
て

あ
げ
た
り
、
手
が
届
き
に
く
そ

う
だ
と
手
を
ス
ッ
と
出
す
こ
と

ろ
。
と
い
う
思
い
に
な
り
、
軽

い
気
持
ち
で
参
加
し
た
こ
と
が

恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

音
楽
部
の
演
奏
を
終
え
た

後
、
グ
ル
ー
プ
で
話
を
し
た
り

体
操
を
し
ま
し
た
。
私
は
緊
張

で
ガ
チ
ガ
チ
で
し
た
が
、
一
人

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
私
に
よ
く

話
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
フ
ミ
さ
ん
で
す
。

　

フ
ミ
さ
ん
は
、「
名
前
は
？

期
末
考
査
は
終
わ
っ
た
の
？
。」

と
聞
い
て
下
さ
っ
て
、「
私
は

ね
…
。」
と
た
く
さ
ん
の
話
を

聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い

楽
し
さ
で
し
た
。
友
達
と
話
を

し
て
い
て
も
感
じ
ら
れ
な
い
気

持
ち
。
で
も
な
ん
だ
か
楽
し
い

な
と
い
う
思
い
で
し
た
。

　

フ
ミ
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
周

り
の
方
々
皆
が
一
緒
に
な
っ
て

遊
ん
だ
り
話
を
し
た
り
し
て
い

る
の
を
見
て
、
私
は
自
分
達
み

た
い
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
老

人
ホ
ー
ム
に
い
る
人
だ
か
ら
…

と
い
う
言
葉
は
き
っ
と
間
違
い

だ
っ
た
ん
だ
と
。
私
達
と
同
じ

で
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
と
嬉

し
い
し
、
地
域
の
人
と
話
を
す

れ
ば
「
な
る
ほ
ど
！
」
っ
て
思

う
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
。

◆
高
校
生
以
上
の
部 

大
賞
◆

『
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
』

赤
穂
高
等
学
校
２
年　

山
田 

彩
依

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
せ
え
へ

ん
？
」

　

ク
ラ
ス
の
担
任
の
先
生
か
ら

言
わ
れ
た
言
葉
。
そ
の
言
葉
に

返
事
す
る
の
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。
で
も
、
今
で
は
私

の
素
敵
な
体
験
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

私
が
中
学
二
年
生
の
時
に
、

地
元
の
老
人
ホ
ー
ム
へ
初
め
て

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま

し
た
。
人
数
合
わ
せ
の
為
に

集
め
ら
れ
、「
予
定
も
な
い
し

行
っ
て
み
る
か
。」
く
ら
い
の

気
持
ち
で
し
た
。
い
ざ
参
加
し

て
み
る
と
、
五
、六
人
の
お
年

寄
り
に
私
一
人
が
入
る
こ
と
に

な
り
、
私
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
急
に
、
自
分
に
出
来

る
ん
か
な
？
何
話
せ
ば
え
ん
や

た
。

『「
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
る

の
は
怖
く
な
い
で
す
か
？
」
と

聞
い
た
ら
、「
私
の
友
達
で
困
っ

て
い
る
方
を
助
け
る
人
が
い

て
、
私
も
そ
う
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
」
と
答
え
が
返
っ
て

き
た
ん
で
す
。
す
ご
く
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。』

　

僕
も
こ
の
ひ
と
声
が
何
気
な

く
か
け
ら
れ
る
様
、こ
れ
か
ら
、

自
分
の
中
の
思
い
込
み
や
決
め

つ
け
を
無
く
し
て
い
き
、
人
権

問
題
を
正
し
く
理
解
で
き
る
よ

う
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
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【一般相談】 12月12日（水） 12月26日（水）
 1月  9日（水）

【弁護士相談】　（要予約） 12月19日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）

12月26日（水）  1月   9日（水）
※時間はいずれも午後１時～５時までです
※相談は無料です
〈問合せ〉社協　☎42-1397

心配ごと相談所のご案内心配ごと相談所のご案内
（12月12日～1月9日まで）（12月12日～1月9日まで）

●委任預託

30,394

3,000

50,000

5,000

20,000

3,768

10,000

50,000

18,319

同窓会残金を

車椅子借用御礼

車椅子借用御礼

福祉のために

大感謝祭売上の一部を

亡父満中陰志

尾 崎

加 里 屋

御 崎

北 野 中

匿 名

匿 名

匿 名

匿 名

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
（敬称略）

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（11月1日～11月30日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

『デイケアサービスについて』
知っ得あんし

ん
知っ得あんし

んし　    　と
く

し　    　と
く

知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっ得あんし知っっ得あんし知っっっっ得あんし知っっ得あんし知っっっ得あんし知っっ得あんし知知っっっっ得得あん知知っっ得あんんしんしし知知知知知知知知知知知
みんなの介護保険みんなの介護保険

しあわせフェス
ティバル売上金を

しあわせフェス
ティバル売上金を

しあわせフェス
ティバル売上金を

　デイケアサービスは「通所リハビリテーション」と
も言われ、病院や介護老人保健施設などの医療
施設で受けられるサービスです。主治医の指示の
もと、療法士による作業療法、理学療法、言語聴覚
療法などのリハビリテーションを行います。
　利用者が、日中に一定時間施設を利用するとい
う点はデイサービスと同じですが、その目的は介
護サービスを受けることではなく、リハビリテーショ
ンを受けることです。

担当ケアマネジャーと相談
しながら、本人に合った場所
を見つけてください。

メインは、専門家による個別のリハビリ

入浴、食事、レクリエーションなど

参加者募集!!～１．１７ひょうごメモリアルウォーク２０１９～　参加者募集!!
●日程 平成３１年１月１７日（木）
 午前７時福祉会館出発
 午後５時３０分帰着（予定）

●内容 「１．１７ひょうごメモリアルウォーク２０１９」
 →５㎞のコースをゆっくり歩きます。
 「１．１７のつどい」
 →つどいに参加し、震災を語り継ぎます。

●募集人数 ２０名（定員になり次第締め切り)
●参 加 費 一人１,０００円（昼食代は別途自己負担）
●申込締切 １月１０日（木）
●申 込 先 赤穂市ボランティアセンター
 ☎４２－１３９７

高雄国民学校いいよの会

ボランティアグループてんとうむし

赤穂市いずみ会

ダイネン㈱赤穂営業所

赤穂市社協職員一同

P11　2Ｃ（スミとマゼンタ） P10　2Ｃ（スミとマゼンタ）

賛助会費  ありがとうございました
（敬称略）

【個人】　　 匿名１名 

福祉の拠点をみんなで支えてください。
（ 法人会費：5,000円、個人会費：2,000円、一般会費：500円 ）

賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定した地域福祉事業
の充実や発展を図るためにも、皆様のあたたかい援助が必要です。ご協
力をお願いいたします。
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※レイアウト通りに入れると、
　左側の写真が入らなかったので、
　変えています。

あこう福祉ニュース

他市町のサロンはどうしてる？
11月の４日間、赤穂市でいきいきサロンに取り組むメンバーが、太子町のいきいきサロンに参加し、スタッフや
参加者と交流しました。自分たちのサロンで取り入れられそうなヒントを得て、これから実践していきます。

今年も豊作
11月４日（日）、駅東パートナーサービスで、集会所
前に作られた『駅東農園』で立派に育ったサツマイモ
を、参加者約40名で収穫しました。採れた芋はさっそ
く焼き芋となって参加者に振る舞われ、お腹いっぱ
いに秋を感じました。

11月15日（木）、赤穂地区福祉推進連絡会による研
修会が開催され、35名が参加しました。疑似マップと
いう架空の地図を元に地域の中での支えあいの発見
を行いました。「保育士の資格をもつ○○さんはこの
家庭を手伝えるかも？」など、活発な意見が出され、
「もちつもたれつ」の関係が住みよい地域づくりに繋
がることを学びました。

疑似マップを使って助けあいの発見を

11月14日（水）、赤穂市内に拠点を置く10の社会福
祉法人が集い、「赤穂市社会福祉法人連絡協議会」を
設立しました。県内でも立ち上げが進んでおり、赤穂
市は県内24番目での設立となりました。社会福祉法
人が持つ公益性と専門性を発揮しながら、地域福祉
の推進に取り組んでいきます。   
    

地域福祉の推進へ連絡協議会設立

11月18日（日）、穏やかな秋晴れのもと、「第36回
し・あ・わ・せフェスティバル～フクシふれあいまつ
り～」が開催されました。
当日はステージ
での催しや福引、
模擬店や福祉体験
などが行われ、約
2,500人の来場者
がまつりを楽しみ
ました。

ボランティアによるお祭りボランティアによるお祭りィィ 祭祭りりよよボランティアによるお祭ボランティアによるお祭ボランティアにボランティアにボランティアによるお祭りボランティアによるお祭りボボボランティアによるお祭ボランティアによるお祭祭祭祭祭おおよ おおボボボランティアによるお祭りボランティアによるお祭りボランティアによるお祭りボランティアによるお祭りボランティアによるお祭り

今回で３回連続となった実行委員長に選ばれてからの半年間、催しの
調整などの準備で忙しく、あっという間に当日を迎えました。
例年以上に穏やかな秋晴れの中、無事成功のうちに終えることがで

きました。次回も、多くの人に参加してほしいです。

実
行
委
員
長

潮
海
忠
生
さ
ん

P11　2Ｃ（スミとマゼンタ） P10　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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※レイアウト通りに入れると、
　左側の写真が入らなかったので、
　変えています。

あこう福祉ニュース

他市町のサロンはどうしてる？
11月の４日間、赤穂市でいきいきサロンに取り組むメンバーが、太子町のいきいきサロンに参加し、スタッフや
参加者と交流しました。自分たちのサロンで取り入れられそうなヒントを得て、これから実践していきます。

今年も豊作
11月４日（日）、駅東パートナーサービスで、集会所
前に作られた『駅東農園』で立派に育ったサツマイモ
を、参加者約40名で収穫しました。採れた芋はさっそ
く焼き芋となって参加者に振る舞われ、お腹いっぱ
いに秋を感じました。

11月15日（木）、赤穂地区福祉推進連絡会による研
修会が開催され、35名が参加しました。疑似マップと
いう架空の地図を元に地域の中での支えあいの発見
を行いました。「保育士の資格をもつ○○さんはこの
家庭を手伝えるかも？」など、活発な意見が出され、
「もちつもたれつ」の関係が住みよい地域づくりに繋
がることを学びました。

疑似マップを使って助けあいの発見を

11月14日（水）、赤穂市内に拠点を置く10の社会福
祉法人が集い、「赤穂市社会福祉法人連絡協議会」を
設立しました。県内でも立ち上げが進んでおり、赤穂
市は県内24番目での設立となりました。社会福祉法
人が持つ公益性と専門性を発揮しながら、地域福祉
の推進に取り組んでいきます。   
    

地域福祉の推進へ連絡協議会設立

11月18日（日）、穏やかな秋晴れのもと、「第36回
し・あ・わ・せフェスティバル～フクシふれあいまつ
り～」が開催されました。
当日はステージ
での催しや福引、
模擬店や福祉体験
などが行われ、約
2,500人の来場者
がまつりを楽しみ
ました。

ボランティアによるお祭りボランティアによるお祭りィィ 祭祭りりよよボランティアによるお祭ボランティアによるお祭ボランティアにボランティアにボランティアによるお祭りボランティアによるお祭りボボボランティアによるお祭ボランティアによるお祭祭祭祭祭おおよ おおボボボランティアによるお祭りボランティアによるお祭りボランティアによるお祭りボランティアによるお祭りボランティアによるお祭り

今回で３回連続となった実行委員長に選ばれてからの半年間、催しの
調整などの準備で忙しく、あっという間に当日を迎えました。
例年以上に穏やかな秋晴れの中、無事成功のうちに終えることがで

きました。次回も、多くの人に参加してほしいです。

実
行
委
員
長

潮
海
忠
生
さ
ん

P11　2Ｃ（スミとマゼンタ） P10　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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■ 編集後記 ■

「あこう社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

あこう社協だよりあこう社協だより

　１１月２５日（日）西町児童遊園において、自治
会主催による「三世代交流ミニ運動会」が開催さ
れ、住民９５名が参加しました。パン食い競争や玉
入れのほか、この日のためにいきいきサロン有志
で練習した『チアダン』の踊りも披露されました。
　審判長を務めた橋本幸男さんは、「いろいろな
競技を通して、対抗意識や助けあいが生まれた。
このつながりで、秋祭りなどの伝統行事も盛り上
げていきたい」と話していました。

2018年12月
（No.45）

ご意見・問い合わせは ホームページもぜひご覧ください！

社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　〒678-0232 赤穂市中広267番地
電 話　０７９１－４２－１３９７／ＦＡＸ　０７９１－４５－２４４４
E-mail　ako-shakyo@ako-shakyo.jp 検索検索赤 穂 市 社 協

と

ちちち
ょ
とと
ょょ
っっっいと
い
話

　１２月になり、寒い冬がやってきました。私はこの時期になると、毎年手足の“しもやけ”
に悩まされます。幼い頃に「大きくなったら治るから」と親に言われ、それを信じてきまし
たが、どうやら違ったようです（還暦をとっくに過ぎた父も、未だに悩み中）。
　この冬こそ、しもやけに負けないぞ！・・・と気持ちを持って、今年残り１カ月を
過ごしていきたいと思います。 （荒）

◎
私
は
ほ
ぼ
毎
日
御
崎
の

観
光
道
路
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
て
い
る
が
、「
他
の
道
路
に

比
べ
る
と
ゴ
ミ
が
落
ち
て

い
な
い
な
」と
感
じ
て
い
た
。

あ
る
日
、い
つ
も
の
よ
う
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る

と
、大
き
な
ゴ
ミ
袋
と
ゴ
ミ

拾
い
用
の
ハ
サ
ミ
を
持
っ
た

男
性
に
出
会
っ
た
。お
話
を

聞
く
と
、７
年
前
か
ら
散
歩

の
つ
い
で
に
、１
時
間
ほ
ど

か
け
て
ゴ
ミ
拾
い
を
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
い
く
ら

散
歩
の
つ
い
で
と
は
い
っ
て

も
、７
年
も
続
け
て
お
ら
れ

る
と
は
。

人
知
れ
な
い
努
力
に
、感
謝

と
感
動
の
ひ
と
時
だ
っ
た
。

（
あ
ー
ち
ゃ
ん
）

『
ち
ょ
っ
と
い
い
話
』募
集

（
応
募
方
法
）
氏
名（
ペ
ン

ネ
ー
ム
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、持
参
・
郵
送
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。２
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

※

送
付
先
は
、下
記
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　「
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
」
は
、

地
域
住
民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、ま
ち
づ

く
り
連
絡（
推
進
）

協
議
会
な
ど
の

関
係
機
関
・
団
体
の

協
力
の
も
と
、誰
も

が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
、あ
た
た
か

い
気
持
ち
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

住
民
の
参
加
や
理

解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、福
祉
活
動
を
重

点
的
に
展
開
す
る

も
の
で
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、右
記

事
業
の
ほ
か
、「
要
保
護
・
準
要
保
護
世
帯
児
童
生
徒
お
年

玉
」、「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
児
童
福
祉
施
設
・
障
が
い
者

福
祉
施
設（
市
内
）入
所
者
た
す
け
あ
い
金
」、「
赤
穂
精
華

園
・
さ
く
ら
こ
ど
も
学
園
教
材
費
」、「
友
愛
訪
問
事
業
」、

「
三
世
代
交
流
事
業
」、「
生
活
困
窮
者
支
援
」、「
ひ
と
り
親

家
庭
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
助
成
」、「
ひ
と
り
親
家
庭
中
学
生

体
操
服
購
入
助
成
」な
ど
の
事
業
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。平
成

30
年
度
は
７
５
０
万
円
を
目
標
に
募
金
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
も
、皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12月１日
スタート

障がい者週間 特集
障がいを知りともに生きるまちへ・・・・・・・・・・2Ｐ

平成30年度 福祉作文入選者決定！！・・・・・・・・・・・・・6Ｐ

知っ得あんしん みんなの介護保険
1.17 ひょうごメモリアルウォーク2019 参加者募集・・9Ｐ

まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ

ちょっといい話
つながり ささえあう みんなの地域づくり 歳末たすけあい運動・・12Ｐ

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　
三
世
代
交
流
も
ち
つ
き
大
会

スタート
つながり　ささえあう　みんなの地域づくり

歳末たすけあい運動
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